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●市政功労者の表彰など（2面）
●みんなの健康（3面）
●社会全体で支える「後期高齢者医療制度」（4面）
●ご利用ください「地域包括支援センター」（5面）
●ざまインフォメーション（6・7面）
●（仮称）座間市環境美化条例（案）にご意見を（8面）

市 の 人 口●129,352人（−14人）
市の世帯数●57,365世帯（＋40世帯）
平成29年10月1日現在（ ）は9月との増減
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※新聞を購読されている方には、 新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み　申込専用電話　1046（252）8684（市政戦略課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス　70120（111）429 （無料）

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

通学する児童を見守る地域の皆さん

地域で守る安全・安心
　市では、犯罪のない安全で安心に暮らせる地域社会の実現を目的として、座間市安全安心まちづくり推進協議会を
発足し、地域防犯の啓発、防犯活動の支援育成を行っています。
　安全・安心な地域社会の実現には、一人一人の防犯意識と地域の連携が必要不可欠です。日頃から、顔の分かる関
係を築き、未然に犯罪を防ぎましょう。
担当 市民協働課　☎046（252）8158　5046（255）3550

　市では、「安全で安心な明るいまち」を目指して、市内を13地区に分け、防犯の啓発を兼ねたパ
トロールを行います。どなたでも参加できますので、積極的な参加をお願いします。
　詳しくは、担当へお問い合わせください（一部地区は日時が変更になります）。

　地域のコミュニケーションが希薄になると次のような犯罪が増加します。
　日頃から住民同士の声掛けを行い、顔の見える関係を築きましょう。

　隣近所と顔の見える関係を築
き、留守を頼むなどしましょう。
　様子のおかしい人を見たら、
声を掛けるなどしましょう。

　子どもに見知らぬ人が話し掛
けている様子を見たら、間に入
って話を聴くなどしましょう。

　日頃からあいさつを交わすこ
とで痴漢犯が近づきにくい環境
を作りましょう。

　怪しい電話や訪問は隣近所に
相談し、近所の方が慌てている
など、様子がおかしいときは、
話を聴きましょう。

市内一斉防犯パトロール

12月 2日（土）午前10時〜正午

地域防犯のポイント
顔の見える関係が犯罪を防ぐ
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